
宇宙のとびらで振り返る 国際宇宙ステーション

現在野口宇宙飛行士が滞在している国際宇宙ステーション、宇宙ステーションでは「きぼう」日本実験棟が世界に
貢献しています。宇宙のとびらで、「きぼう」の完成や、日本人宇宙飛行士の関わりを振り返りましょう。
2007年秋に発行したそらとび０２号では、「これから国際宇宙ステーションに日本の実験棟を作るよ！」という記
事でした。



2008年春の4号では、『きぼう「船内実験室」打ち上げ成功！！』という見出しがおどりました。
現在は引退しているスペースシャトルで運びました。
オレンジ色の宇宙服は、スペースシャトルに乗るときに着用する与圧服というものです。

【こんなことも】
この頃、JAXAが新しい宇宙飛行士を募集しました。

この募集で選ばれたのが、皆さんご存じの
JAXA油井、大西、金井宇宙飛行士です。



2009年秋の9号で、若田宇宙飛行士がロボットアームを操作し船外実験施設が取り付けられ、ついに「きぼ
う」日本実験棟が完成したことが紹介されました。



11号（2010年春）

12号（2010年夏）

22号（2013年冬）

「きぼう」が完成し、日本人宇宙飛行士の活動機会も増えました



25号（2013年秋）



27号（2014年春）

国際宇宙ステーション第39次長期滞在では、若田光一宇宙飛行士が
船長（コマンダー）の役割をしました。



31号（2015年春） 36号（2016年夏） 42号（2018年冬）

油井・大西・金井宇宙飛行士の長期滞在も宇宙のとびらで紹介しましたね。
バックナンバーはJAXA宇宙教育センターのホームページで見ることができます。

https://edu.jaxa.jp/contents/soratobi/archive/index.html

https://edu.jaxa.jp/contents/soratobi/archive/index.html

